
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

  

 

  

 

 

 １０月１日（月）、本校を会場に「自由研究発表会」が開催されました。町内全ての小学校で

代表に選ばれた子どもたちが一堂に会し、夏休み中に取り組んだ研究成果を発表しました。 

 添川小学校の代表は、４年生の横澤芽彩さん。研究テーマは「打ち水の効果」です。水遊びを

しているときに感じた涼しさが「打ち水の効果」だと知った芽彩さんは、様々条件を変えながら

実験し、より効果的な打ち水の仕方を調べようと考えました。 

発表を観ていましたが、４年生とは思えない充実した内容の研究で、全く原稿を見ることなく

発表する姿に感動しました。よほど練習したのでしょう。努力の跡がはっきりとわかる発表でし

た。素晴らしかった！ 

 

 

 

 

 

 

 

芽彩さんの研究には、他の子ども達にも参考にしてほしい優れた点がたくさんありました。 

 

① 身の回りにある疑問をテーマに、自分で実験して謎を解き明かそうとしている。 

・図鑑やインターネットの情報は、あくまでそれを編集した人の研究成果です。 

それを集めても自分の研究成果にはならないのです。自分で実験、観察しましょう。 

 ② 実験の基本を守っている。 

   ・比べる   ・調べたいこと以外は条件を揃える。 

・何度も同じ実験をして、何度やっても同じであることを確かめる。 

 ③ 実験結果を数字に表してわかりやすくしている。 

   ・結果を数字で表すことで、実験の結果や違いが分かりやすくなる。 

 ④ 考察している。 

   ・結果からわかることを、理由を明確にしながらしっかりとまとめている。 

  

 来年理科研究に取り組む際は、ぜひ参考にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 １０月２日（火）、第二小学校の３年生９人、手ノ子小学校の３年生６人が添川小学校に来校

し、本校３年生８人とともに「相互交流学習」を行いました。少人数での学習には、良いところ

もたくさんありますが、少人数であるがゆえにできないことややりにくいこともあります。この

日は、２３人で、体育の授業として「ラインサッカー」を行いました。 

 体育館に集まった子ども達は、始め表情も硬く遠慮がちでしたが、チームを作り、作戦を立て

て試合をし始めると、声を出し、コミュニケーションを取り始めました。後半は、もうすっかり

打ち解けて笑顔で話していました。スポーツの良いところです。 

 その後、ホールに集まって、みんなで話しながら和気あいあいとした雰囲気で給食を食べまし

た。「ふりかえり」の中では、「楽しかった」「友だちになれた」「みんな優しかった」という感想

が出ていました。これからも、様々な場面で一緒に活動することもあることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   １０月６日（土）に、「１日学校開放日」を実施しま

した。この日は、朝から、「持久走大会（様子は次の号

で紹介します。）」「学校保健委員会」「災害時引き渡し訓

練」と大忙しでしたが、多くの保護者の皆さんに、子ど

も達の活動の様子を観ていただくことができました。家

に帰ってから練習をしていた子もいて、その成果がよく

表れており、素晴らしい大会でした。緊急時の引き渡し

について、保護者の皆さんにやり方を理解していただく

ことができたのも良かったと思います。 

また、今回は、未就学児の保護者の皆さんにもご来校いただき、学校の様子を観ていただきま 

した。入学を間近に控えての心配や不安を、少しでも解消していただけたら幸いです。学校とし

ては、保護者の皆様や地域の皆様にいつでもお越しいただき、子ども達のがんばっている姿を観

ていただきたいと考えています。どうぞ遠慮なさらずご来校ください。お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆西置賜地区 読書感想文コンクール 

 小学校高学年自由図書 入選 ６年 佐原 大斗君 中学年課題図書 入選 ４年 菊地 彩波さん 

◆〝いじめ・非行をなくそう″やまがた県民運動に係る「いじめ防止」標語 

         入選 ４年 舩山 陽丞君 

◆廃棄物適正処理・３R普及啓発ポスターコンクール  

   小学校の部 佳作 ４年 横澤 芽彩さん 

 

    

 



 

 

  

 


